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紙 風 船
１０月に入り秋晴れの日が続きましたが、日の光は夏のものとは全く違っています。
空を飛ぶトンボの数が増え、向こうの山々が少～し色づいてきたように見えるこのごろです。

今日、前期終業式を迎えました。４月６日の始まりから数
えると、２～６年生の授業日数は１０月１０日まででちょう
ど１０６日（１年生は１０４日）となりました。
前期を振り返っての児童発表は、３年 ＦＫさんと５年.

ＡＭさんでした。自分が掲げた目標に向かってどれだけがん.
ばれたか、後期はどんなことに挑戦したいのか話してくれま
した。二人はもちろんですが 「ひのきっ子４６」全員が前期、
で学んだことを自分自身の力としてほしいと願っています。
学んだことの中には、成功したことだけとは限りません。失
敗したり、悔しかったり、悲しかったりしたこともあったは
ずです。そこから得たことを大切にし、次へ生かす強さとし
たたかさを身につけてほしいと願います。
学級担任から子どもたちへ、通知表が手渡されました。前期の一人一人のがんばりが記されてい

ます。どうか内容をご覧になって、お子さんと前期のがんばりについてお話をなさっていただきた
いと思います。子どもたちは毎日とても元気に過ごしました。

毎年運動会で踊っている「北浦音頭」について、辰子と
八郎の恋の物語だよ、ということを聞き、歌詞について調
べてみました。歌詞を書き起こしたものを北浦音頭を唄っ
ていた村上さん（５年ＭＫさん、３年ＭＳさんのお祖父様. .
です）に確認していただきました。田沢湖に伝わる辰子と
八郎の伝説が唄われていました。裏面をご覧ください。
田沢湖の湖面が冬でも凍らないの

は、辰子と八郎が田沢湖で一緒に冬
を過ごしているからだと言われてい
ます。熱い恋物語ですね。

。１０月１１～１４日まで実質４日間の秋休みとなります
そして、１５日が後期始業式です。ちょっとした連休です
が、前期と後期の間の節目のひとときです。子どもたちに
は「後期になったら○○に挑戦したい」というパワー充電
の休みにしてほしいと思います。この休み中の過ごし方は
とても大事です。約束事を守って生活できるよう励ましをお願いします。

前期を振り返って、後期へ

by yonezawa＜ほんのささいなつぶやき＞

本当は明日が前期の最終日。学習発表会は半日ですが、子どもたちにとっては大切な大切な時間です。どうぞ見にいらしてくだ

さい。練習の成果と緊張の様子を。日常の中の非日常はとても刺激的。よい刺激としたいなあ。

北浦音頭って？！

令和３年度ふくし標語コンクール
が仙北市社会福祉協議会の主催で行
われました。標語は「福祉部門」と
「ボランティア部門」があり、５・
６年生が参加しました。
応募総数５９３点のうち、ボラン

ティア部門において、６年 Ｈ Ｍさ.
んの作品が佳作に入りました。おめ
でとうございます。

佳 作 ６年 H.Mさん

ボランティア
みんなのために

役立とう

ふくし標語、入賞

秋休みは４日間
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